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定例 ミーテイング御案内

昭和 62年 度第 1回 の定 例 ミーテ イングを下記 のとお り開催 致 しますので、

御 案 内申 し上 げます とともに、多 数 の方 々の御 出席 をお待 ち して お ります。

記

日 時   62年 5月 10日 (日 )13時 か ら

場 所  香 川県青年 センタ ー 中館 3F 31号 小 会議室

綾歌郡 国分寺 町自分 1009(ク ラブ報ぬ 228参照 )

昭和 61年度 JARL香川タラブ通常総会報告

昭和 61年度 JARL香 川 クラブ通 常総会 は、去 る62年 3月 1日 (日 )の 13

時 30分 か ら綾 歌郡自分寺 町 の「 香川県青年 センター 」において、会員多 数 が

出席 して開催 され ま した。

会議 は出席者全 員 か らそれぞれの意見 が発表 され るとい う熱 の はい つた討議

が展 開 され、次 の ことが議決 され ま した。

なお、総 会 は出席 者 と委任状 を合 わせ て、総会成立 の要件 を満 た していた こ

とも併せ て ご報告 いた します。

議  事

1. `会 長 ぁい さつ  :JA5AHM(2頁 参 照 )

1, 議 長選 出  (定 款 によ り会長 が議長 を務 める )

1.昭 和 61年度事業 報告  :JA5TFJ (別 紙 報告書 の とお り )

1. 昭和 61年度会計報告  :JA5MIK (別 紙報告書 の とお り )

1. 役員改選

改選 にあた って出席者全員 の意見 を聞 くとともに、会長 選 出

の方法 について裁決 の結果 13:1で 留任 と決 まる。

1. 香川県支部長 ぁい さつ  JA51QD

l. 四国地方本 部長 ぁい さつ J A5MG

l. 新役員代表 あいさつ  (2頁 参 照 )

1. 昭 和 62年度事業 計画案承認  (3頁 参照 )

1, そ  の 他
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総会における会長あいさつ (要旨)

本 日は昭和 01年度 の JARL香川 クラブ通常総会 に出席 していただきあ りが

とうごさいま した。

諸先輩 により歴史 と伝統 を積重ねてまい りま した当 クラブは、今年で 39年目

をむかえました。当 クラプは香川県のアマチエア無線活動 には、大変重要 な働

きを しておりますが、 これか らも中心的 な役割 を果 たしていかなければなりま

せん。米年、昭和 63年 は第 30回 JARL通 常総会が香川県で開かれることにな

りました。 これには クラブ員全員が力 をあわせて、ぜひ成功 させなければなり

ません。

当 クラブとしても JARL通常総会 の実行委員会の重要なポス トに多 くの方 々

を送 り出 してお り、必ずや成功す るものと確信 してお ります。

このあと行ゎれる役員改選でも、総会 を主体 として考えた役員選出を願 つて

おります。私の個人的な考えですが、新年度の クラプの事業計 画は新役員 によ

って立て ることにな りますが、 JARL総会が終わるまでクラブ本来の事業 を犠

牲 に してでもJARL総 会を主体 とした事業計画を立てなければならないのでは

ないかと思 ってお ります。

会員皆様のご協力をよろし くお願ぃいた します。

新役員代表JA5AHMあ いさつ (要旨)

今 日まで会長 と して金力 を尽 くして きたつ も りです が、力不足 のため十 分 な

浩 勤 が出来 た とは思 ってお りません。 しか し、 62年度 も引続 き 会長 をせ よ と

ぃ うことにな りま したので、名誉 あ る JARL香 川 クラブの会長 を お引受 けす る

こ とにいた しま した。

クラブの運営 はい くら会長 ひと りが頑張 って も、 うま くい くものではあ りま

せん。役員はもちろんのこと、クラブ員全員の協力 と『 和 』が必要ですo

当初のあいさつでも中 し上げましたように、全員で JARL通常総会 成功に

向かって行 こうという考えから、新役員は JARL総会を主体 とした構成に致 し

ました。定例 ミーテイングが、即、実行委員会の小委員会 として機能するよう
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に配慮 致 しま した。

ゎが クラプの進路 は、公 開の場 で意見 をぶ つつけあい、決定 しなけれ ばな り

ません。私達 は信頼関係 で成立 っています。ア マチユ アです か ら仕事 が優先 す

るのは当然 ですが、支障のな り限 りぜ ひ ともご協力 をお願 い致 します。

(新 役員名簿 は、別綴 の「 JARL香川 クラブ会員名簿Ml」 で紹介 )

昭和 62年度事業計画案 承認される

◎ 定例 ミーテイング

62.5.10(日 )7.5(日 )9.6(日 )

◎ 忘 年 会

62.12.30(水 )

◎ 昭和 62年度 JARL香川クラブ通常総会

63.3.13(日 )

◎  クラブ報発行

各偶数月の 15相

11.3(日 )

※

そ  の  他

総会議事「 その他 」の項で、次 のことが提案されま した。

* 瀬戸大橋賞申請について

* 香川県支部大会前夜祭 について

* 原会長 と瀬戸大橋見学について

* 新入会員ふ目介  JA51AF  JA5MSC  JH5MGE

(詳細は 次号に掲載 します )

* 瀬戸大橋賞 及 び 記念 カー ド発行状況 について (県支部 )

* 5600 MH Zビ ーコン局の設置 について

* JA5AA局 の名誉会員推挙 について

JR5VSG

新
名
氏

で
す
。

急   告   〃

庶務担 当 JA5TFJ「 横 田寿夫 」氏 松 山 へ転勤 長 期 ご 〈ろ うさまで した。

新住所   〒 790松 山市久米窪 田町 443番地 久米 住宅 623号

TBL 0899-76-7864
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昭和 61年度高松市趣味協会総ノヽキ!巨 塵L
アヽ干Xロ

去 る4月 17日 19時 より、昭和 61年度 の高松市趣味協会総会がホテル徳

寿で開催 されま した。

中村義弘副会長 のぁいさつのあと、天野英弘氏が議長 に選 ばれ、昭和 61年

度の事業報告 。決算報告及び会計監査幸|キ告 が行われ、それぞれ承認 されま した。

また、昭和 62年度 の事業計画案及び予算計画案 な らびに会則改正案が事務

局 か ら提案 され、原案 のとお り承認 されました。

なお、今年度は役員改選の年 に当たり、会長 に中村義弘氏 (高松映画 ビデ オ

友 の会名誉会長 )t冨1会長 に天野英 弘氏 (JARL香 川 クラブ会長 )と 造田勝

身氏 (屋島ナツキ会会長 )が選出され、事務局長以下の役員 は新会長 によりそ

れぞれ任命 されま した。

総会後 は懇親会 に移 り、各人が クラブ紹介 な どを行 い、お互 いの理解を深め

ぁ うことができま した。

当 クラブか らは代議長 として、 JA5AHM局 と JA5MIK局 が出席 し、

昭和 63年 に香川県で開かれる JARL通 常総会の PRや アマチエア無線界 の

現況などを紹介 しま した。

近 況 短 信

o JA5AF 大塚 氏  2月 11日 より私 ども夫婦 は、エ クア ドル (HC)、
¨ベ ネズエ ラ (YV)、 パ ナマ (HP)、 コス タ リカ (TI)等 を旅 行 し

3月 1日 に帰宅 しま した。 JA5MG氏 へは コロン ピア (HK)の ポゴ

タ市よ り絵 はが きで ご連 絡 して おきま した。

o JA5SSB田 村氏  JR5VD開 局 お目出 と う御座居 ます。時 々 ワツチ し

てみ ます か当局 へは FBに 入 つています o近頃 は多忙 のため時た ま しか

ON AIR出 来 ません。老化予防 の為体 を動 かす檬心掛 けて居 ます。皆 様

の健康 を御祈 り します。 アろ

o JA50A 英野氏  パ ソコン通信 も出来 るとい うエプ ソンの ヮープロを買

いょ した。 どなたか無線 に使用 出米 る方法 を教 えて下 さい。

o JA5NDZ上 川氏  2%と 400の城出、峰山 ンピータを利用 させ て もらっ

てい ます。

o JH5BKC利 谷氏  :最 近 は コン テス ト以外 あ ま り出 られ ませ ん 。 ち ょ っと

で もひまが欲 しいと思 う昨今です。
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JARLが ::ク リプ 藝i習春国 鰻〕 員 奎暮墓菱 |ョ華当隆幸慶響響

t_

t´

:.JARし替J:曝支諄大会 (:講濃町農村環境改勲 ンタ‐)

i・ クラブ役員会 拝 二の運〕

l`.:AR:県支部主催ディ̈膵ミ_ティきグ(野トボ_基 大会)(大倉クラン「)

1・ クラブ悪のフ春りi撃こ‐テイ拗 (覇千狩 りむ中津万象国)

1・ ク予プ馬(」 爆V麗滞 動運用 織 多重郡:崎濃町「:譴濃池」》

1繰吏部役員会ヽ登録クラプ連絡協議会 佃 村神社会館)

i`轟総,1千肇ii繋 :騎oし ご_夕
(.:R詢6)開同

l・ 寛5:1争ラフ:‐テイ11'‐‐禽最i量 l′ピ‐ケ語樗漂覇2薦霧豊浮言こ念バ‐テイ‐(」 A5偶 IK宅 )

1・ ア琴f無 線fl・」ム雇 (幅 L力
,「雇)(富武画廊)

i・ クラブ驀〔:A慕⑮E》再免許

l・ 香′::県綺島'秘災詔:鞭特別参旗'(7マ無隷日赤奉仕圏)(香東川河川敷)61。 8,7.

1・ クラフミ・ヽ子会チ、(広爾会館》                  6i。
9。 7

1・ 県文書『製:乍妙術講奮会(綾歌農村環境改善静ター》       ♯ 61.lo。 爵

1..!ARL鉾雪年託念式喪 (東京)(」成駐書111クラジ表彰される):      61。 墨,8
1・ クラア歌の〕r‐ 暮ミチ青イン

'Fつ
イラ塩江」 (JAttVD覇運用)   61.li。 器 30

1'｀ 1鷲 L番′:1築支駆甘ラソ地よテスξ(」ム5V罐)参力[         ♯ 61,12(1 20
1・ クテア志年会 (と んかつ赤認)                61.12.30
1・ 高松峰 量` 磐靱ネ・。(1:翼5電)闘周式、祝賀会(マツノイんス)      62.2.1
1。 県■撃[1員会、.二滋総会実:予委員会. F」 ARL香川」発・

i差    ♯ 62.2.22
(圏村神社会館〕

1で JAR:_書 J::クラフ通常総金 (書∫::県青奪静夕‐)            61。 3.i
〔)クラ11N‐ A:Rこィ‐テ繊ク 毎費電 ≦≧鑓霊藤 21:00^守  i4鋼 H2

0 クラブ報発行 (N帆 223～ 梅.228 4.6.8.10.12.2月 6回 )

○ 賞お
 ]:`葵写漁墓    墓  。 現在 会員数  正 会 員    人WAUノ lTl負    員           家族会員    人

(♯ 印は県支部行事)

絆 61.3鴻

61. 3.26

津事‐ 61. 4.20

61,5。 18

61.6.15

津事 61. 6.29

6i。 7。 i

61,7.G

61. T。 28～ 8。 3

6i.7.31



JARL香 |夕 IIク ラ ブ

1987,3。 1

珂ヌt 力́、  1曜) 1書F 戴こ 置盤  C) 著藤

クラブ報発行賀

会場甕

弁当、薬子、ジュース

JARL会輝懲 総癖 i戯

ソフトボール参り魔費

瀬アl'大鶴アリード出資金

鑓味協会会費

ji51DE :再免許申言群等

アィリンドデー.補助金

asLヵ―ド.響:示‐馬ボード

、:亀S‐ 卜模型返還1費

移動運‐用借1地諏率L(10ノ
.'卸

)

JR3VD提 出金

QSL カード (鞭戸大1番)

トロフィー (ア クティプ賞|)

動 ‐用晶

総会策   (糠 ま詢

24,

11,

6,

7,

2,

20,

3,

4)

20,

il,

3,

25,

1 7
■ ,,

2,

わ ,

040

230

684

200

000

000

000

130

000

600

700

98C,

00

100

406

810

000

127, 617

会 費   O∝ЮX38局分)

前クラブ報発行費精算

前年度総会仮払精算

アヮー ド発行

前年度繰越

預金利子

195, 981

76, 000

10, 000

3, 850

5, 000

6601

292, 491収 入 合 計 292, 491

62年度へ1量越

口召千口 6 ■
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